
海 岸 地 域 の 都 市 の 構 造

一 能 代 と酒 田 の 場 合 一

横 山 弘
1. は しが き

海岸地域の都市には .古くから港町として発達したものと.近代になって商工業機能が加わ

って都市化 したものとがあるoLl)

東北の海岸地域の都市には前者,J)例が多く.特に日本海に面した郡市にその例か見られる｡

いせ日本海に面 し.河口に発達した港町能代と酒田を例にとり.市街地がどのように発展拡大

してきたか .その経過をたどり.その発展の契機となった要因を突明すると共に .都市化の進

展によって生ずる地域分化の特性をしろ うとするものである0

2.能代の藩政時代の市街地と内部的分化

能代も酒田も共に米代川.最上川の河口に発達し.上流部との物資の輸送はすべて舟運で行

ゎれたので .港町として海運と河川交通の結節点的機能を果していたgX3)したがって市街地の

発展も舟着場を中心として行われ .港･'Z)機能の活発な時期には市街地も活気奉呈 し.その拡大

も見られた｡

能代は佐竹藩の時代になってから,藩財政の補填の目的をもって米代川上流の杉材を伐bた

し.或は上流部の鉱山から銅を積出すことによって重要な港になったc Ia1I (慶長 l占)
■

年に藩は材木受払勘定所を置き.木材販売管理にあたらせたo 1d8I(天和元)年から18

87 (兵事 4 )年頃が山林経営の盛んを晴期で .杉材の搬出が多く買積船の出入も繁かったO

町の創設もこの時期になされ ,それ以後明治初期壇でerl市街地の変化はあせり見られなかった｡

戸数も1730(享保 15)年に 1231戸であったが .幕末に近い 1849 (嘉永2)年に

は 1293戸で .100年余の期間にわづか 82戸増加したの九であるO米代川上流から伐採

された杉材は筏に組せれ .能代卓で流されるが .出口に近い曲流部に木山方があり.そこで集

加した杉材を加賀 .大阪 ,江戸方面に海上輸送 したO青t=#亡の木山方の管轄区は藩内出材高の三

分の二を占めたと云われ .藩の重要な宝庫であったorまた .能代は米代川上流地域との物資の

流通を行 う用船の発着所でもあわ.船着場の上川反町は船乗b,人夫 .商人の往来が繁 く .料

理屋や花街で眠ったOまた .海上船の船着場は河口に近い清助町にあわ.廻船問屋が位置を占

め .加賀 .越中 .越後の商人の出入が多かったo特に日太海の海運は 4月から10月までが遅

行期間で .I1月から3月膏では季節風が厳しく休航せねばならなかったOそこで .船乗 わ遠

はここで越冬するため.この場所にも料理屋や酒屋が店をだした. この様に .用船発着所と海

上船発着所はそれぞれ分れて機能を分担して･JlたOその背後に河川と平行して大町 .上町 .万
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町たど′')商人町が出来 .古着や日岡品のほか .酒や豆腐などの商店の多vlことがめだったo町

のはずれに近(鍛治町があわ.誠治屋が集中していたo木材伐出道具や鍬及び鎌などの生産が
●

なされたのも木材都市の特色と見られるOこの様にして明治初期までは現在の市街地の北半分

が市薗地で ,船着場を甲心として構成されていた0

3. 能代の明治から戦前までの市街地の変化

能代の経済的基礎をなしT t/,た藩有林が .明治維新の混乱期に官民有の地籍未確定のまま過

伐されて大きく衰潰 した｡ i874 (明治 7 )年の地租改正で山林の官民有区分が行われ ,

大部分の藩有林が国有林に編入されることになったo Lたがって .木山方のあとVC.は山林事務

所が置かれ .米代川上流から伐出される国有林の杉材を管理することになったo茂に流されて

来る材木の陸あげ地である上川反町には自然発生的把手挽製材工場がかこb,それに接続する

材木町にもそれが増加 して来たoそvlために .用船の発着と相まってこの地域は以前にもせし

〔活気を呈 して来た｡海上交通の廻船も18 97 (明治 30)年頃1.では盛んにおこなわれ ,

大町には廻船問屋が店をかまえてLJlたoLかし.能代を本格的に木材都市としたのは 7907

(明治 40)年に設立された秋田木材株式会社の製材動力革命である｡匡作 もこの頃から米代

川流域の国有林開発を模極的に進めることに在ったO即ち能代挽材株式会社 .能代材木合資会

社 .秋田製材合資会社を解散して秋EB木材株式会社を設立し,蒸気機関に電力を併用する近代

的設備で開始された｡ これを契機として製材工場が逐次建設され .材木町から始って大町 .万

町にも拡大したoそれと並行して徳丸工場 .桶工場 .建具工場も建設されたQ (図 l)

木材工場が増加するにつれて .製材横紙の製作修理が必要となb,秋木工場の修理工場とし

て設置された秋木機械製作所か ,初めは自工場の機械の一部を製作 していたのか .他の木材業

者の要請も参って規模を拡大したQその後 .秋木機械製作所を中心として鋳物工場 .日立工場

が駅の南側にたてられたCせた槍山川の右岸に製鋼所 ,その底力工場の鉄鉱所がたてられた0

-万 1899年 (明治 32)から1902 (明治 35)年にかむiて米代川に平行して鉄道が

開通 したため ,上流部との物資の流通も鉄道輸送に転換されることVCなったO東能代と能代蘭

の鉄道は 1908年 (明治 Al)に郵 迫し･木材も鉄道輸送で運ばれさらに トラック輸送も行

われることになると.筏流しも漸叔(｡傾向をたどったo Lたがって .製材工場も駅近くに立地

する傾向がでてきたO鉄道の親通後は港の利用が不振となt).漂砂による港の埋債などでさら

に拍車をかけたo

牙2択大戦に入ると機械工場は軍需工場VT_変化 し.兵器 ･航空機部分品 .木造船a:製造が行

われたOこの頃は能代も約 5000名を超える従業員をかかえるようになり.I942 (昭和

I7)年には市街地の南にある豊祥台に秋木工場の住宅が建設され .市街地は工場や住宅地と

共に南に伸展したO続いて学佼も松林を伐 Jh詞いて南に進出したO
- つ-

.J
､..ST
-

'′
1.も
Jg
rh



■

◎

⑳



4･能代の戦後ej市債地の拡大

戟後の能代市は引揚者住宅及び火災羅災者住宅の建設で市街地が拡大された｡南部の豊祥台

嘘 は戦時中の工場従業員住宅地として開発されたが ･それを核として 19‥ (昭和 2I)

年からさらに市営住宅 102戸建設されて ･益々住宅EB地としての性格をもつようになった｡

また ･米代川を-だてた北部の向能代には保護施設の 21世帯の住宅建設されたが .1949

(昭和 24)年に能代に大火が発生 し2000戸を超す握災者をたした○その催災者の住宅と

して向能代に向ヶ丘住宅 -91戸 ･緑ヶ丘住宅 -40戸が建てられたoこうして北部にも市街

地が拡大されたか ･195占 (昭和 31)生再び大火t,J'見舞b九 ･ヰた 1475戸(つ羅災者を

たした｡そこで市Eri羅災者のために南部のキリンが原に 占0戸 ･男鹿街道脇に58戸 .住吉町

に 108戸の住宅を建て ･北部の向ヶ丘にも仮設住宅として328戸の住宅が建てられたOそ

の後 ･砂丘の後背湿地である西南部J-)出戸沼を埋立てて分譲住宅が 7占戸たでられる等 .南部

の市街地拡大がめだってき7㌔ そ れ と共に ･戦前には市街地北部の米代)順 岸地掛 こ集中 して

しへた木材工場も･戦後は大分広範囲に鉱が わ･駅の裏側や東能代gTu,こ近vl仁井EB,養垂 .南部

の出戸沼 ,後谷地などに進出してVlる0

5･ 能代市e:･L地域的分化 (図2)

- 3-

図 2
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都市は発展する1,TLつれて .市街地が拡大され .都市の機能も多様性をもつようになるが .そ

れ ら唖 市機- 都市の内部で分離する傾向をも卵 都市粥 でも.とくに中枢 と字ると

ころを都心とvlうが .1都心部には普通 .官公庁衝 ･会社銀行荷 .卸売商店街 ,都心商店街など

が存在するo能代くつ場合にL最初に都心部の形成をしたのは .官公庁地域と都心商業地域であるo

l)都心の形成

能代の官公庁地域は ,藩政痔代に能代奉行所のあったところで .港に近く.当時の市街地の

中心的位置を占史.てLJlたQすなわち当韓の都心であったO明治になって郡制がしかれると.こ

こに郡役所がおかれ 町役場 ･地方裁判所支部 .肇察署が次々と集中し.官公庁地域として分

化傾IJlを示 ｣始めたQその後 1940 (昭和 15)年に隣接村を合併して市制がしかれ .町役

場は市役所と在った｡ しかし.戦後二回にわたる火災は都市内部地域の分化を更に推進した｡

先づ官公′千は耐火塵薬に改められ .I950 (昭利 25)年に図書館と公民館が隣接 して建て

られ .1958 (昭和 33)年には公民館ホールが建てられるなど完全にこの地域は官公庁地

域として分化したO

次に.中心商業地域を見ふと.能代の場合は駅前と官公庁地域を連結する畠町･柳町に見ら

れるQ明治甲期せでは米代川に近い大町 .上町 .万町が甲心商業地域であったが .港の機能の

衰徴と鉄道の敷設によって .駅の方向にその中心が移動し始めたo畠町は米代川の対岸にある

向能代と駅を結ぶ道路でもあb.能代のメインス トリートとしての性格をもつようになっ'たO

業種の構成も衣服 ･繊維品の専門店が 31飾.時計JP靴などの買廻品店もそれぞれ 3占帝.I

7帝集中し.金物 ･姓貨などの日用品店も31魂集中してvlるoこの晶町に直角に交わる柳町

は歓楽街としての機能を示 してV,るoここは明治の未tF,J､ら料理店が多かったが .現在能代市

の料理店 .酒場 ･バーなどの 39解が集中してい･｡Oさらに衣料品店も加わり繁華街をなして

レ､るO

現在の路面地価分布図 (図省略)を見ると.駅前から畠町にかけて最高価格を示し,それに

次いで柳町が高vlが .かっての商店街であった上町 .大町などはそれと比成してずっと低いこ

とから.都市中心が駅前の方向に移動 していることがわかるP

2)住宅地域 .文教地域 .公共用地の形成

能代の住宅地域が分化し始めたのは .I942 (昭和 17)年からで ,牙2次大戦が始 り秋

田木材会社も軍需工場化して工員が多数増加すると.南部の畑地であった豊祥台i･{工員住宅が

建てられた｡終戦になると .それを核として引揚者のための市営住宅が 102戸虐設されたが

さらに住宅地域の拡充の賓歯と在ったのは 1949 (昭和2i)年と1956 (昭和 31)生

の2回にわたる大火であるo能代E-1冬期の西風が強く.木造家臣の密集地帯は防火上危険であ

るため .北部の向能代の戟暗中肖拓した農地を潰廃して緑丘 .向ヶ丘の2住宅団地が形成され
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たC この団地は五能線かかいの しろ駅の近 くにあり.主要道路にも近く交通的にめぐせれてい

たOオ 2回の大火後は西部の砂丘後背湿地出戸沼の埋立てにより､分譲住宅 7占戸がたてら九たO

南部及び西部e･)住宅地域は.,'ス交通により都心部と連絡され .北部d_-唯 宅地域は鉄道と.,･スの

2交通によって連絡されている.

能代市において文教地域及び公共用地として分化 している'tころは能代公園を中心とする地

填て .工業高校 .中学校 ,小学校が集中しているほか .市営環場 .市営グラン ドがあるO能代

公園は標高 25mの砂丘上に造られ .景色もよく市民公園として活用されている0

3)工業地域の形成

能代の工業地域は ･米代川fEF]t岸の製材工場を主とした川反町 ･材木町の地域であ るc I90

7(明治 4Q)年に秋田木材株式会社が河岸に建設されたのを契機として .それまで手挽製材

をやっていた工場が動力にきbかえられ .製材工場が逐次増加した｡ I909 (明治 42)年

までに設立された木材会社は川反町に占.材木町に3.溝助町に2であったが .I9I3 (大

正2)年には更に増加して1日反町に II.材木町に8となっているO牙.1次世界大戦に突入す

ると.木材需要71;高7fわ.製材工場は活気を呈 した｡それと共に鉄道による木材輸送もさかん

にな_b.駅に近いところにも製材所がたてられるようになった｡ しかし.製材工場の地域的集

中は米代川沿岸の地域にもっとも頗著である｡製材工場と結びついて輯丸工場も集っていたが

最近食品容器癖の変革にともなって転換せざるをえない工場もでてきた｡オ2次加工である合

板工場はむしろ駅に近いところに設立されているQ

鉄工業は木材業に幽係が深く.動力製材が行われる前卓では鍬 .鎌 ･山刀 ･伐木具などの鍛

冶屋が鍛冶町 .畠町新丁などに集中していたが ,秋田木材会社が設立されてから自工場の諸機

械製作所が設立され .その後鋳物工場 .鉄工所 .機械製作所が設立されたが .集中現象は見ら

れず .分散傾向を示 している0

6. 酒E日の藩政晴代の市街地と内部的分化

酒田は鎌倉晴代の末頃から港町としてしられるようにな り.関ケ原役後最上氏が これを治め

さらに酒井氏の支城となったO城代町奉行は駐在したが町∴の伝統が堆 く.廻船業を営む旧家

3占人を選んで郷士の資格が与えられ .その代表者3人が町年寄として町政をとったo Id7

2 (寛文 12)年に河村瑞軒が貯米場を設け .大阪との連絡車はかってから出羽米の集散地と

して発展したQ藩軟晴代の酒田の頑能は問屋仲間の活動が中心で .問屋は商品の卸売買をたす

ほか商品荷物の蔵人をや わ.問屋が自ら商巣の原動力となってい-_;.toFlB星は多くの軽水と倉庫

をもち .他laii商人を宿泊させて商取引をし.或は自ら海運や河JIL遥送に従事したO

河口の船場町は海上船の船着場で .能代と同じく船乗 わや商人の往来が繁く.その背後にあ

る伝馬町や高野浜は料理屋J_'多レ1花街であったQ市街地を東西に貫通する大通 わには本町 .早
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町 .Fl;匠町 .寺町があb.本町は最上川にのぞAJlt船の停泊地で ..荷物の嶺下 しに便利なため

問屋や商家が集中して中心商店街となって,̂たoその背後の中町は日周品の版売をなす普通商

店街をなしていたQ酒田の隆盛期は ld83(天和 3 )年頃で .毎年春から秋にかけて30

0宴の船が入港 し.港内にI:I-1毎日70- 80隻の他国船が停泊していたと云われるo Ia56

(明暦 2)年か らld83 (天和 3)年にかけての戸数の変化を見ると .1277戸から

2251戸に増加し.その東栄ぶ りがわかるCそれと共に今膏であった内匠町の寺院を後の寺

町に移転させ .そこに商店街を形成したC 職人町は中町の東側を占.iD.毅治町 .桶屋町.大工

町がかかれたQ町全体が砂丘上 L̂r_あり.飛砂の影響で市街地の拡大が妨げ られていたが .I7

58 (宝膚 8 )年豪商衣間光丘が幽浜に植林し.光ケ丘に防砂林を完成してか ら北西部の新

町 .今町 .浜畑に人家が立並ぶようになったQ北東部は 1708 (寛永 5 )年に戸野町が出

来 .さらに新片町が延長されて市街地の限界t,i新井EfHHとなったQ北部は砂丘の最高蔀に寺町

があわ.城下町と同様に市街地の限界と浸っていた0

7. 酒田の明治から戦前までの市街地の変化

酒田の場合には .明治維新になると各藩の支庁が撤廃され .土地の貢租も全納とたったので

米倉庫の必要度が若干 うすれた｡そこで廻船問屋が共同L,て 1877 (明治 10)年に廻漕会

社を設立し.県か ら今膏での米倉庫を借 りうけ .米を頚 .b米券膏発行したO こうして河口の鳩

着場は明治になっても米を中心として活気を呈していたか .I879 (明治 12)年に最上川

の大洪水があわ.河口の両岸が欠療し上流から押流された土砂のため .港内は著しく浅くなっ

たOそのため .港の機能が一時停止状態とたわ.問屋や倉庫業なども倒産するものが出来た0

I885(明治 18)年から最上川治水工事が始められ逐次復興に向っていったが .せた7fた

I893 (明治 2占)年に大地震があb.火災 も発生して市街地の南半分が焼失 したOその際

古い米倉産も焼失したが .川向vlにある山居倉庫は難をJ)がれたため .その後はここが中心 と

なって米の取引が行われたo Lかし.I9 0I (明治 34)年奥羽線が楯岡卓で開通すると.

上流部の最上 .村山.山形地方 との交易が減少し.酒田港の機青む ;弱められたo即ち .I90

0 (明治33)年の酒田港における最上川筋の移出嶺は 122万 3占50円であったのか .I

902 (明治35)年には 占2万2占14円に減少しているoまた .移入敬は28万占302

円であったのが .22万 3CL89円に減少してvlるO

その後 .I9I 4 (大正 3)年に新庄と酒田尚に鉄道が嫡通し.翌年臨港線が敷設され貨

物駅が出来ると.港と後背地とが鉄道によって連結される事になb.再び曙光を見えだしたO

そこで県では産業振興のため酒田築港にとわかか_O,I929 (昭和 4 )年に牙 2種重要港

湾に指定された｡ I93I (昭和 占 )年には北鮮 .北満ルートが踊かれて日本海の海運界が

活気づいてきたo港の機能が括億になると.海岸地帯に県有埋立地を造鼓し1938 (昭利13)
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年に鉄輿社を招致 したoこの工場は自家発毛vCよって電気化学工業 (竜解ナ トリウム .晒粉 .

塩酸)がおこなわれ .社宅は臨港線そこえて松林中に.たてられたoさらに .I940 (昭利 1

5)年には花王石鹸工場が設立され .つづvlて東北機械製作株式会社 .日太石英 ガラス株式会

社等の工場も設立され市街地が北部に拡大されたoこれら一連の工場進出は軍需産業を中心に

生産拡大をして .周辺農村から産業人口を吸収 した.即ち .I930 (昭和 5 )年の人口を

100とすると .1940(昭和 15)年の指数は 105となり.1947 (昭和22)年は

Id3と増加しているo

市街地の東部は新井田川を限界としており.南部は山居及び戸沢町 ,最上町一重で ,東北部は

rSt道にそった元泉に線状的な拡大が見 られる把すぎなかった｡

8. 酒田の戦後の市街地の拡大

酒田の場合にも市街地の拡大は住宅地及び公共施設3-)進出によってなされた.市街地の東北

部は戦前膏で国道にそった元泉部落に線状の住宅地か伸びてVlたが .戦後に在ると.′｣＼学校や

中学校が進出し,1949 (昭和 24)年から1955 (昭和 30)年卓でに .253戸の市

営住宅がたてられた｡~また .公共施設としては養老院 ･火葬場 ･公立酒EB病院 ･野球場 ･陸上

競技場等も進出して市境地が拡大 した｡また .南部は埋立てによる中嶋地区に中′1､規模lJ工場

や学校がたてら九 ,住宅地も拡張された0

9.酒田市の地域的分化 (図3)

図 3

酒 田の 地域 分 化 図
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1)熱 Lの形成

酒EBの官公庁地域は藩政醇代には問屋街で .船着場に近く.荷の積下 しに便利をところであ

ったO間置はいづ九 も屋敷割の大きな家屋をもっていたQ明治の末期に間置の機能が低下する

につれて.官公庁磯蘭かこの地域に進出してきたOすなわち.I889 (明治22)年に町制

が しかれると町役場が設置され ,1897 (明治 30)年には商業会議所が設置されたo I9

33 (昭和 8 )年に市制がしかれ .町役場は市役所に昇格 したが .しか し.この地境が官公

庁地域 として分化 したのは戟後で .市民会館 ･教育委員会∴t)8番署 .電報電話局 .消防署 .忠

民舘をどの庁舎が次々に建てられたC更に .1⊥)汐相互銀行 .両羽銀行の二支店も追出し.隣接

の中心商業地域と官公庁地域に金敵成育巨を果している｡

酒田の中心商業地域こi･.一打･大工町 ･桶屋町の連結した通bであるO商店街としては古く.

明治時代7t'3官業 している商店が 30多近く占めている.中心商業地域と駅前との問にも商店

liTがあるが .駅に近づく程商店の営業網始が新しく.駅前商店街は大正年間に営業開始した店

が最も多く27帝も占めている｡また昭和になってオ2次大戦までに営業を始めた店の多vlの

も駅前で31帝を占めているO戟後に創立した商店の最も多レゝI)は .甲心商業地域と駅前の中

間にある浜町で 89番を占めてvlるC 菜種の構成を見ると.中心商業地域の中町 .大工町 ･桶

屋町は貫廻品店率が40牽攻上を占め.最寄品店率はそれにくらべて低率である｡これと平行

して北側にある上内rF一打は買廻品も最寄品もどちらも低率で,飲食店率が 35多の高率を示し

ているO >_こは明治の末に映画舘が建てられたのを契機として飲食店が増加し.I:テンコ店は

全市8軒のうち5軒まで集中し.映画館も二者あわ歓楽街をなしているQ駅までの中間にある

商店街は最寄品店率が高く.駅前商店街は飲食店率が39多の高率を示して .買廻品店率が低

vlのは舌新宅と違 う周辺商店街的性格であるe したがって .酒田の中心商業地域は舌Ei宅の如く大

きな変動は示していなvlc蹄膏地価分布図にもそれがあらわれている｡

2)住宅地蝉 ,人数地域 .公共用地の形成

慣出市の住宅地域が分化 したのは終軟後で .酒田港線の北側と新井田川以南の埋立地であるo

i側 は戦前鉄興社の設立によって近くの松林がきり房的 れゝ社宅がたてられたが .それが核とな

って戦後 1949 (昭和 24)年～ 1950 (昭和 25)年に市営住宅の俊林団地 .松風団地

がたてら九 .さらに 1954 (昭和 29)年～ 1955 (昭和 30)年に松栄団地が建設され

たOその後市営住宅と旧市街地の間隙を普通住宅が充填しつつある｡一方南部O-'埋立地は最初

工場用地として考えられたが .造船 .鉄工 .木材の申′J､工場が立地しただけで.中嶋 .小中嶋

から竹薮地区にかけて住宅が拡張された｡

酒田市の文教地区及び公共用地は港線の北部の光ケ丘で .工場用地と住宅団地の中間の砂丘

に戦後194占 (昭和 2I)年から1947 (昭和 22)年にかけて小学佼 .中学校が建設さ
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九 .それに市立裏俊も追加された.また公共用地として市営球場 .陸上競授場 .テニスコート

市営ブ ー ルなど市民の連動場がこの地域に集中している｡この様に文教及び公共用地が砂丘の

援斜面を利用して｣.､ることは能代と共通してL(る0

3)工 業 地域

酒田市Iji近代工業地域が明瞭に分化してvlる｡すなわち.I938 (昭和 13)年に県有地

となっていた大浜豊立地に株式会社鉄興社を誘致することに成功したOそれ以前はここで見ら

れる工業は後背地の庄内平野農村の狭除夜需要を基盤とする家内工業的な紡織業或は食糧品工

莱 .木材工業など地方的小規模なものに限られていた｡ この鉄輿社は自家発電によって合金鉄

を主として製造した｡これを契機として 1940 (昭和 15)年には花王石鹸 ,1943 (昭

和 18)年には日新電化まどか誘鼓され .ここに近代的な工業地域が形成されたoこれら工場

新設は地元側からの虜極的な誘致連動があったことV:1勿論であるが ,当時としては比較的低廉

な工場用地であり.開発可能を電力源 .豊富な安い労働-刀 .酒EB産の整備による原材料番人の

俵などがあったからであるoもうlつは当時進行し始めていた軍需 インフレ景気が工業立地の

従来の限界線を次牙におし砿げてきていたことであるoそして .その後戦時経済の過程は鹿田

工場の新増設や既存中小=場の下請隣保-の再編成を通して .軍事的な部門の比重･こ高め多少

とも近代的工業の性格をつよめていったO戦後 1945年 (昭和20)i,亡は東京タングステン

株式会社が設立され .I948 (帖利 23)生には防腐工場が設立されたが .共に輸送の俵の

よいことが立地条件と卑っているC

10. 結 び

以上 .能代と酒Eflの2港市の発展過程を見たが 一藩政晴代には共に河口に発達した港町で .

前者は後背地が木材の生産地で .後者は米の生産地であり.それらの産物と北海道や関西方面

からくる日用品の取bつぎをする結節点の機能を果していたQそれが明治後期になって ,能代

は木材集散地の機能から更に製材加工工業の機能を加え .動力機械の導入によっ̀て製材工業地

域を米代川SF]涯 に形成したOその反面 .漂砂に上る埋積で港の機能は低下し.船問屋の衰退が

見られたoその後鉄道開通によって .河川交通も重要性を失い木材も鉄道やトラック輸送にか

わると.駅を中心に交通機能の重心が移動し.それと共に中心商業地域 もその方向に移動したO

戦後に発生した 2回の大火は住宅地を市街地の南部と北部に拡大させ ,出禦令化を示 したO

それに対して酒田は .集散物が米で .問屋にとって港の機能は死活を決する重要な因子であ

ったo Lたがって .地裏や洪水で河口が何度も破漬されても.河川改修と築港は彼らの悲願で

あった.河川改修と築港の実現によって埋立地が造られ ,ここに工場が誘致され近代的工業地

域が形成されたOその痔期がオ 2次大戦の軍需インフVとかさをって J益々狂化されたO戦後

は平和産業としての機能を果してしつるO明治後期に一時鉄道輿通によって後背地の大部分を失
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ゥたが .その後大正初期になって港と鉄道か直結 し.後背地が再び連絡されたo Lたがって .

現在でも港の機能が大きく.中心商店街の位置は移動 してV,ない.
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